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５月９日（周四） 

曾被扣留在西伯利亚的野村定男先生（104

岁，现居岛根县吉贺町）在他入住的医院里向

前来的约 60 名听众做了演讲。野村先生于

1941 年作为开拓团成员前往前满洲，在西伯

利亚被扣留了三年，并于 1948 年返回日本。

他回顾自己被扣留的生活时，说道：“最难熬

的是提供的伙食少得可怜，许多人因营养不

良而死亡” 他还提到了俄罗斯对乌克兰的入

侵，并说：“我真心希望人们和睦相处的时代

早日到来。” 
 

６月１日（周六） 

饭田日中友好协会在满蒙开拓和平纪念馆

（长野县阿智村）举行了定期大会。会上还邀

请了两位归国者 2 代和 3 代，一起进行了小

组讨论，以唤起人们对居住在饭田下伊那较

多的中国归国者生活的关注。他们分别讲述

了来日本的缘由以及在日本遇到的种种困

难。纪念馆馆长寺泽秀文说：“满洲开拓的历

史与现今社会有着密切的联系。了解归国者

为何居住在该地区的背景是很有意义的。”约

40 名会员参加了此次大会。 
 

６月 15 日（周六） 
在冈山市北区召开了一次题为“遗华日本人
经历的听讲会”，了解那些因战争刚结束时混
乱而无法从前满洲返回日本、被迫忍受痛苦
的人所遭受的经历。博士生山崎哲先生（38
岁）讲述了从祖母干子（2020 年去世，享年
90 岁）口中听到的经历。战后，他的祖母在
满洲与家人离散，被一个中国家庭收养，并在
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当地结婚，约 40 年后返回日本。该活动由“遗
华日本人经历的听讲会”实行委员会与中国・
四国中国归国者支援交流中心（广岛市）共同
主办。  
６月 22 日（周六） 
位于长野县阿智村的“满蒙开拓和平纪念馆”
举办了一场“战后世代讲述人”听讲会，探讨
后代应该如何将战争期间前往满洲的开拓团
的回忆传述下去。当天的讲述人是卷口清美
女士(58)，其祖母是一名遗华妇女，她在东京
都内的首都圈中国归国者支援・交流中心完
成了为期三年的培训。她通过读解祖母シ

し
ズ
ず

本人的回忆录和书信，用她自己的语言讲述
了祖母作为新泻县柏崎村开拓团成员前往前
满洲的经历和感受。  
６月 27 日（周六） 
黑田雅夫先生（87 岁，现居京都府龟冈市），
在太平洋战争期间作为满洲开拓团成员前往
前满洲（中国东北部），在遣返途中流落成了
孤儿。他在京都府南丹市内的一所小学为约
100 名 6 年级学生做了演讲。他讲述了苏联
军队的袭击以及在收容所看到亲人一个接一
个死去的情景，并着重强调了和平的重要性。
一名小学生在谈感想时说：“我一边听，一边
想象他当时失去亲人的心情该有多么的痛苦
啊。” 
６月 28 日（周五） 
出版 “Sakhalin（萨哈林）”影集的摄影师新
田树先生（57 岁）于 2023 年底时隔五年再
次访问了俄罗斯萨哈林州，他表示：“我要把
它交给那些让我拍照的人。”这本影集是他对
那些战后遗留下来的日本妇女等进行紧密跟
踪拍摄下来的。正值乌克兰被入侵后日俄关
系陷入困境之时，新田先生又重新探寻了一
次日本统治时期的 “回忆"。他说：“希望人
们能感受到发生在萨哈林的事情并不是在遥
远的过去，也不是在遥远的地方”。 
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７月２日（周二） 
在长野县阿智村的满蒙开拓和平纪念馆举办
了“开拓团定居地的变迁"系列展览第 1 期，
该展览分为 3 个阶段，追溯了满洲移民定居
的历史。旨在从 1932 年满洲移民政策开始到
1945 年战败这 13 年间，对定居地的分布、
特征和背景进行叠加分析观察，以探究国家
的意图何在。第 1 期展示的是第 1 阶段的“试
行（武装）移民期”，从 1932 年派遣第一批
移民到 1936 年派遣开拓团成为一项国家政
策。接下来的第 2 阶段，即 1937～1941 年，
为“国策移民期”；第 3 阶段，即 1942～1945
年，为“移民崩溃期”。计划在本年度分别展
出。  
８月 11 日（周日） 

独角戏“花
はな

一
いち

匁
もんめ

”在满蒙开拓和平纪念馆

（长野县阿智村）上演，该剧的主人公是一位

以“开拓新娘”(当时日本实施向满洲开拓地

派遣新娘的"大陆新娘"国策）的身份前往前满

洲的女性。扮演这个角色的是伊東初绘（53 

岁）。这部剧作由剧作家宫本研(1926-1988)

编写，告诉人们这位女性在战争中遭受的苦

难在战后仍积压心中，挥之不去。这位妇女在

满洲生下了两个孩子，在战后混乱中把其中

的一个送给了中国家庭。可在战后大规模展

开遗孤寻亲活动中，这位母亲却无法站出来

说自己就是遗孤的母亲，表现了这位母亲内

心深处的痛苦。 

８月 14 日（周三） 
宫崎静江（享年 104 岁）是从前满洲遣返回
国的，战后居住在埼玉县，她把自己的苦难历
程写成了一部手稿。据说，这是在她 70 岁的
时凭记忆记录下来的。书中记述了遭受苏联
士兵和中国人的袭击，以及失去自己年幼孩
子的惨烈经历。驹泽大学教授加藤圣文（该中
心讲述人事业的总顾问）对此手稿评价道：
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こ

を産
う

んだ女性が、戦

後の混
こん

乱
らん

で１
ひと

人
り

を中国人家庭に渡した。戦後、国を挙
あ

げて残
ざん

留
りゅう

孤
こ

児
じ

の肉
にく

親
しん

捜
さが

しが進
すす

む中
なか

、自
じ

分
ぶん

が母
はは

親
おや

だと名
な

乗
の

り出
で

ることができない苦しみを演じている。

８月 14 日（水
すい

） 

旧満洲から引き揚げ、戦後埼
さい

玉
たま

で暮
く

らした宮
みや

崎
ざき

静
しず

江
え

さん（ 享
きょう

年
ねん

104 歳）が、苦
く

難
なん

の道
どう

中
ちゅう

を手
しゅ

記
き

に残
のこ

していた。70 歳の頃
ころ

、記
き

憶
おく

をたどり自
じ

身
しん

の体
たい

験
けん

を記
しる

したものだという。ソ
そ

連
れん

兵
へい

や中国の人たちによる 襲
しゅう

撃
げき

、 幼
おさな

いわが子を 失
うしな

った 壮
そう

絶
ぜつ

な体験が記
き

録
ろく

され

ている。加
か

藤
とう

聖
きよ

文
ふみ

・駒
こま

沢
ざわ

大
だい

教
きょう

授
じゅ

（当
とう

セ
せ

ン
ん

タ
た

ー
ー

語
かた

り部
べ

事
じ

業
ぎょう

総
そう

合
ごう

ア
あ

ド
ど

バ
ば

イ
い

ザ
ざ

ー
ー

）は、「戦争に負
ま

け、満洲

で支
し

配
はい

する 側
がわ

にいた日本が 逆
ぎゃく

の 立
たち

場
ば

になっていく

状
じょう

況
きょう

下
か

で、一
いっ

般
ぱん

の人々はどのような事
じ

態
たい

に 直
ちょく

面
めん

したのか。そのことを示
しめ

すエ
え

ピ
ぴ

ソ
そ

ー
ー

ド
ど

が、女性の手記

には 象
しょう

徴
ちょう

的
てき

に分
わ

かりやすく書
か

かれている」と 評
ひょう

価
か

している。 
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“曾在满洲占据统治地位的日本，战败后急
转直下落魄潦倒，在这种情况下普通日本人
会面临怎样的处境？手稿里的一些插话轶事
将其象征性地、通俗易懂地描述了出来。” 

 
８月 17 日（周六） 
“大兵库开拓团”从前出石郡高桥村（现兵库
县丰冈市但东町）移居到前满洲，后来四处逃
难，最终有 346 人集体投河或以其他形式自
尽身亡。他们的追悼仪式在但东町举行。共计
约有 35 人参加，其中包括 3 名投河自尽后幸
存下来的老成员和老成员的 2 代以及当地居
民。2 代们表示，他们参加这次活动是因为他
们希望“把这场悲剧继续传承下去”。 

 
８月 25 日（周日） 
“高社乡开拓团”是从长野县中野市和下高
井郡前往前满洲的，战败后立即逃亡，途中有
500 多人集体自杀丧失了生命。其追悼仪式
在该市东山公园的纪念碑前举行。包括当地
有关人员在内的约 50 人参加了此次活动，为
遇难者默念安息、祈祷和平。该团体的一名老
成员在集体自杀中失去了亲兄弟姊妹，他说：
“我们一直在致力于让这座纪念塔永久保存
下来，作为向子孙后代传承这段悲惨历史的
见证，传递我们对和平的誓言。” 

 
９月７日（周六） 
乌云女士（86 岁，日本名字：立花珠美）是
一名出生在德岛市的遗华孤儿，曾在内蒙古
自治区从事过支教和植树活动，时隔大约五
年回国探望。在该市举行了一次交流会，包括
该市国际交流协会成员在内的约 90 人出
席。乌云两岁时，除哥哥外，一家五口就移居
到了前满洲。战后，她流落成遗华孤儿，但在
1981 年暂时回国实现了与哥哥的重逢。她
说：“能与各位亲戚朋友重逢相聚，令我感动
不已。这次还为我 2020 年
去世的哥哥扫墓，更是感到
十分欣慰”。 

 

 

８月 17 日（土） 

旧
きゅう

出
いず

石
し

郡
ぐん

高
たか

橋
はし

村
むら

 ( 現
げん

･ 兵
ひょう

庫
ご

県
けん

豊
とよ

岡
おか

市
し

但
たん

東
とう

町
ちょう

 ) か ら 旧 満

洲へ移
い

住
じゅう

後
ご

、 逃
とう

避
ひ

行
こう

の 末
すえ

に

集
しゅう

団
だん

入
じゅ

水
すい

自
じ

決
けつ

などで 346 人

が亡くなった｢大
だい

兵庫開拓団」。その慰
い

霊
れい

祭
さい

が但東町内

で 営
いとな

まれた。入水自殺を生
い

き延
の

びた元
もと

団
だん

員
いん

3 人と、

元団員の 2 世や 住
じゅう

民
みん

ら計約 35 人が 出
しゅっ

席
せき

。２世ら

は｢悲
ひ

劇
げき

を語
かた

り継
つ

ぎたい｣との思いで参加したという。 
 

８月 25 日（日） 

⾧野県の中
なか

野
の

市
し

や 下
しも

高
たか

井
い

郡
ぐん

から旧満洲に渡り、敗戦

直後の逃避行中の 集
しゅう

団
だん

自
じ

決
けつ

で 500 人以
い

上
じょう

が犠
ぎ

牲
せい

になった「高
こう

社
しゃ

郷
ごう

開拓団」。その慰
い

霊
れい

法
ほう

要
よう

が、同
どう

市
し

東
ひがし

山
やま

公
こう

園
えん

の慰
い

霊
れい

塔
とう

前
まえ

で開かれた。地
じ

元
もと

関
かん

係
けい

者
しゃ

ら

約 50 人が参加し、犠牲者の鎮
ちん

魂
こん

と平
へい

和
わ

への祈
いの

り
り

を捧
ささ

げた。集団自決できょうだいを亡
な

くした元
もと

団
だん

員
いん

は、「悲
ひ

惨
さん

な歴史を後
こう

世
せい

に伝
つた

え、平和への誓
ちか

いを語り継
つ

ぐ証
あか

しとして慰霊塔の存
そん

続
ぞく

に努
つと

めてきた」と語った。 
 

 
９月７日（土） 

徳
とく

島
しま

市
し

出
しゅっ

身
しん

の 中
ちゅう

国
ごく

残
ざん

留
りゅう

孤
こ

児
じ

で、内
うち

モ
も

ン
ん

ゴ
ご

ル
る

自
じ

治
ち

区
く

で 教
きょう

育
いく

支
し

援
えん

や 植
しょく

林
りん

などに 携
たずさ

わってきた烏
う

雲
うん

(ウ
う

ユ
ゆ

ン
ん

)さん（86 歳、日本
にほん

名
めい

・立
たち

花
ばな

珠
たま

美
み

さん）が、

約 5 年ぶりに里
さと

帰
がえ

りした。市
し

内
ない

で市
し

国
こく

際
さい

交
こう

流
りゅう

協
きょう

会
かい

の関係者など約 90 人が参加する交流会が開かれた。

烏雲さんは 2 歳の時に兄
あに

を除
のぞ

く家
か

族
ぞく

5 人で旧満洲へ

移
い

住
じゅう

。戦後、中国残留孤児となったが、1981 年の日

本一
いち

時
じ

帰国で兄との再
さい

会
かい

を果
は

たした。「親
しん

戚
せき

や友
ゆう

人
じん

の皆
みな

さんと再会できて感
かん

動
どう

しています。今
こん

回
かい

は 2020

年に亡くなった兄のお 墓
はか

参
まい

りも果たせて良
よ

かったで

す」などと話した。  
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９月 14 日（周六） 
由制片人矢岛良彰（76 岁）制作的《满洲难
民感染都市 不为人知的生死搏斗》（农山渔
村文化协会）于 8 月出版。战争刚结束时，
在中国东北部被迫留下来的日本开拓团员有
不少死于斑疹伤寒，但与因突袭而死亡、自杀
和遗留孤儿等相比，这部分人并没有受到太
多的关注，也没有得到详细的调查核实。这部
纪实文学作品正是揭示了这一事实。 

 
９月 22 日（周日） 

在战后 80 周年到来之前，信浓每日新闻社将

在 2024 年 1 月至 6 月连载的系列报道《手

握锹头 从满蒙开拓中提出的问题》(共 64

集)集结为一册单行本出版发行了。其目的就

是挖掘昭和初期前往前满洲的满洲开拓团的

历史，思考应吸取的教训，避免再受国家政策

的摆布。 
 

９月 28 日（周六） 
山崎哲先生的讲座在长野县阿智村的满洲和
平纪念馆召开，他的祖母是一名遗华妇女，他
以“战后一代讲述者” 的身份做了这场讲座。 
山崎先生从祖母及家人所经历的人生中感受
到“战争的影响会波及到他们的子孙”。在谈
到做讲述人的意义时，他说：“由子孙一代把
战争经历传递给年轻人，这对遏制战争也会
起到一定的积极作用。”  

 
10 月 30 日（周三） 
黑田雅夫先生（87 岁，京都府）和田畑克枝
女士（88 岁，大阪府）在前满洲（中国东北
部）是国民学校的同班同学，两人作为满洲开
拓团成员前往那里。去年，黑田先生出版了一
本记录自己经历的图画书《活在当下》，田畑
女士看后发现他就是在严酷的遣返途中失踪
的同学。两人重逢之后，便以此为契机开始了
合作从事讲述人的活动。他们发誓说：“这本
书创造了奇迹。我们要共同呼吁和平"。从今

９月 14 日（土） 

映
えい

像
ぞう

プ
ぷ

ロ
ろ

デ
で

ュ
ゅ

ー
ー

サ
さ

ー
ー

矢
や

島
じま

良
よし

彰
あき

さん（76）の手
て

による

『満
まん

洲
しゅう

難
なん

民
みん

感
かん

染
せん

都
と

市
し

 知
し

られざる 闘
たたか

い』（農
のう

山
さん

漁
ぎょ

村
そん

文
ぶん

化
か

協
きょう

会
かい

）が 8 月に 出
しゅっ

版
ぱん

された。終戦直後、

中国東北部に取
と

り 残
のこ

された日本人開拓団員が 発
ほっ

疹
しん

チ
ち

フ
ふ

ス
す

で多
た

数
すう

死
し

亡
ぼう

した。しかし 襲
しゅう

撃
げき

による犠牲、自決

や残留孤児に比
くら

べて 注
ちゅう

目
もく

されず、 検
けん

証
しょう

も 進
すす

んで

いないという。その事
じ

実
じつ

を浮
う

き彫
ぼ

りにしたノ
の

ン
ん

フ
ふ

ィ
ぃ

ク
く

シ
し

ョ
ょ

ン
ん

。 

 

９月 22 日（日） 

信濃
しなの

毎
まい

日
にち

新
しん

聞
ぶん

社
しゃ

は戦後 80 年を前に、2024 年１～６

月の連
れん

載
さい

企
き

画
かく

「鍬
くわ

を握
にぎ

る 満蒙開拓からの問
と

い」（計

64 回）を書
しょ

籍
せき

化
か

して出版した。 昭
しょう

和
わ

前
ぜん

期
き

に旧満洲

に渡った満蒙開拓団の歴史を掘
ほ

り起
お

こし、国策に翻
ほん

弄
ろう

されないための 教
きょう

訓
くん

を 考
かんが

えようというもの。  
９月 28 日（土） 

中国残留婦人だった祖母をもち､｢戦後世代の語り部｣と

して講演活動を 行
おこな

う山
やま

崎
ざき

哲
さとる

さんの講話会が⾧野県

阿智村の満蒙開拓平和記念館で開かれた。祖母や家族の

歩
あゆ

んだ人生から、｢戦争の影
えい

響
きょう

は子
こ

や孫
まご

まで及
およ

んで

いく｣と山崎さん。語り部の意
い

義
ぎ

について、「子や孫の世

代が 若
わか

い人へ 発
はっ

信
しん

することで戦争の 抑
よく

止
し

にもつなが

る｣と述
の

べた。 

 

10 月 30 日(水) 

満蒙開拓団として渡った旧満州（中国東北部）で、国民

学校の同級生だった黒田雅夫さん（87、京都府）と、田
た

畑
ばた

克
かつ

枝
え

さん（88、大
おお

阪
さか

府
ふ

）。黒田さんが体
たい

験
けん

をまと

めた絵
え

本
ほん

『今
いま

を生
い

きる』を昨
さく

年
ねん

出版すると、過
か

酷
こく

な

引き揚げ中に 消
しょう

息
そく

不
ふ

明
めい

になった 級
きゅう

友
ゆう

だと田畑さ

んが気
き

づいた。二人は再会を機
き

に、 協
きょう

力
りょく

して語り部

活動も開始。「本が奇
き

跡
せき

を生
う

んだ。平和への思いを一
いっ

緒
しょ

に 訴
うった

えたい」と誓い、今年から語り部として 協
きょう
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年开始，两人就一直合作从事讲述人的活动，
讲述着他们的自身经验。10 月，他们在南丹
市园部町的园部中学做了一次演讲。 

 
11 月 23 日（周六） 
现年 52 岁的中村庆子是 1980 年 12 岁时作
为一名遗华妇女的孙女来到日本的，她在明
石市主办的“加深对遗华日本人理解的集会”
上发表了演讲。中村女士在中国学习很好，可
到了日本因不会说日语在学校里过得很不快
活。后来，中村女士遇到了一位理解她的老
师，并在其指导下成为了一名特殊支援学校
的教师。许多患有自闭症和智障的学生不能
够很好地使用语言来表达自己的想法和感
受。对此她感同身受，所以为帮助学生们摆脱
这种痛苦，她至今仍在努力奋斗着。 

力
りょく

し、体験を語っている。10 月には南
なん

丹
たん

市
し

園
その

部
べ

町
ちょう

の園部 中
ちゅう

で講
こう

演
えん

した。 

 
 

11 月 23 日（土） 

中国残留婦人の孫として 12 歳で来 日
らいにち

（1980 年）した

中
なか

村
むら

慶
けい

子
こ

さん（52）が、明
あか

石
し

市
し

主
しゅ

催
さい

の「中国残留邦

人への理解を深める集い」で講演した。中村さんは中国

では勉
べん

強
きょう

が得
とく

意
い

だったが、日
に

本
ほん

語
ご

ができなかったた

めに学
がっ

校
こう

で辛
つら

い思いをした。その後、自分を理解して

くれる 教
きょう

師
し

と出
で

会
あ

い、その 導
みちび

きで特
とく

別
べつ

支
し

援
えん

学
がっ

校
こう

の教師となった中村さん。自
じ

閉
へい

症
しょう

や知
ち

的
てき

障
しょう

害
がい

の

生
せい

徒
と

の多くは思いをうまく 言
こと

葉
ば

にして 伝
つた

えることが

できない。その苦
くる

しさがよくわかるからこそ、生徒の

力
ちから

になりたいと奮
ふん

闘
とう

している。 

 

◆请注意：本栏目的新闻为见诸报端的报道摘

要，并非政府正式公布的内容，其中一部分还包

含媒体的观察消息。 

◆ご注
ちゅう

意
い

：本
ほん

欄
らん

の内容
ないよう

は、一
いっ

般
ぱん

の新
しん

聞
ぶん

などで報
ほう

道
どう

された

内容
ないよう

を中心に要
よう

約
やく

して掲
けい

載
さい

しています。したがって、政
せい

府
ふ

が公
こう

式
しき

に発
はっ

表
ぴょう

したものではなく、一
いち

部
ぶ

には報
ほう

道
どう

機
き

関
かん

の観
かん

測
そく

記
き

事
じ

なども含
ふく

まれています。 


